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野田市鈴木貫太郎記念館再建基本計画（素案）に対する意見募集の結果について

パブリック・コメント手続によって寄せられた意見と市の考え方は、次のとおり

です。

１ 政策等の題名

野田市鈴木貫太郎記念館再建基本計画（素案）

２ 意見の募集期間

令和７年１１月１９日（水曜日）から令和７年１２月１８日（木曜日）まで

３ 意見の募集結果

①提出者数・意見数 １人 ９件

②提出方法 直接持参 ０人 ０件

郵送 ０人 ０件

ＦＡＸ １人 ９件

Ｅメール ０人 ０件

ちば電子申請サービス ０人 ０件

③政策等に反映した意見 ３件

４ 意見の概要と市の考え方

№ 意見の概要 市の考え方 案の修正

第２章

１ 関宿地区の歴史を学ぶ、魅力を

発信するために、野田市郷土博物

館にある関宿地区の資料を記念

館に移管して下さい。（９ページ）

野田市郷土博物館は、野田市全

域の歴史資料を広く収蔵し、展示

する施設になります。そのため、

関宿地区の歴史資料については、

今後も野田市郷土博物館におい

て、収蔵、展示されるものです。

鈴木貫太郎記念館については、

鈴木貫太郎に関する資料につい

て収蔵、展示することから、野田

市郷土博物館が収蔵する鈴木貫

太郎に関する資料については、今

後鈴木貫太郎記念館への移管を

進めてまいります。なお、鈴木貫

太郎記念館の企画展などでは、関

宿の歴史を取り扱うことも検討

しており、野田市郷土博物館と綿

密な連携を図ることで、展示資料

の貸借や調査研究の情報共有な

修正無し



2

№ 意見の概要 市の考え方 案の修正

どを実施し、よりよい展示を目指

していきます。太郎記念館の企画

展などでは、関宿の歴史を取り扱

うことも検討しており、野田市郷

土博物館と綿密な連携を図るこ

とで、展示資料の貸借や調査研究

の情報共有などを実施し、よりよ

い展示を目指していきます。

第３章

２ 資料の閲覧するために、所蔵目

録を早く作成し、公開してくださ

い。（１０ページ）

現在、資料目録を作成してお

り、博物館法第２条第１項に規定

する登録博物館となるためには、

整備が必要なものであることか

ら、令和８年度中を目処にまとめ

てまいります。

鈴木貫太郎記念館をより多く

の方に知ってもらうためにも、公

開の内容や方法などを検討し、再

建する記念館の開館と併せて実

施してまいります。

修正無し

３ デジタル化にあたっては、デー

タをアップデートして、資料を公

開してください。（１１ページ）

鈴木貫太郎記念館をより多く

の方に知ってもらうためにも、資

料のデジタル上での公開は不可

欠と考えております。

公開の内容や方法などを検討

し、再建する記念館の開館と併せ

て実施してまいります。

修正無し

４ 展示ガイドを野田市郷土博物

館のようにボランティアに行わ

せるのはいかがでしょうか。（１

４ページ）

お見込みのとおり、ここでの展

示ガイドとは、ボランティアによ

る解説も想定しており、実施して

まいります。

修正無し

５ 野田市郷土資料館と載っていま

すが、野田市郷土博物館ではない

でしょうか。確認してください。

（１７ページ）

ご意見のとおり、野田市郷土資

料館という施設は存在しておら

ず、野田市郷土博物館の誤りで

す。

「野田市郷土資料館」を「野田

市郷土博物館」に修正いたしま

す。

修正有り
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正

第６章

６ 「川間駅からバス３０分」とあ

ります。バスは路線バスのことと

考えます。川間駅から、鈴木貫太

郎記念館近くのバス停に行く路

線バスは、開館時間に行くバスは

１日２本しかありません。何らか

の対策が必要です。

東武伊勢崎線の浅草―東武動

物公園までは「東武スカイツリー

ライン」という愛称があります。

表示していただきたい。

もよりのバス停名を「鈴木貫太

郎記念館前」に変更するようバス

会社と交渉したらいかがか。

（３０ページ）

ご意見のとおり、ここでのバス

とは、路線バスとなりますので、

「バス」を「路線バス」に修正い

たします。

また、東武野田線については愛

称を記載しておりますので、ご意

見のとおり東武伊勢崎線につき

ましても、東武スカイツリーライ

ンの愛称を併記して記載するこ

とといたします。

路線バスの運行本数、バス停の

名称については、来場者による利

用の状況を踏まえながら、運行事

業者へ要望を行うなど検討をし

てまいります。

修正有り

７ 記念館長室が必要ではないで

しょうか。重要な話をする時必要

だと考えます。（３５ページ）

ご意見のとおり、応接のための

空間は必要と考えておりますの

で、管理運営の諸室に応接室等を

加え、面積を追加します。

修正有り

第７章

８ 千葉県立関宿城博物館友の会

のような組織を作ったらいかが

でしょうか。前橋市や堺市、足利

市の方々にも入会をすすめ、民間

のネットワークをつくったらい

かがでしょうか。（３９ページ）

ご意見のとおり、鈴木貫太郎記

念館を将来に渡って円滑に運営

し、発展していくためには、多く

の方々のご協力が必要であると

認識しております。

博物館の機能を十分に発揮で

きる取組の一つとして、設置を検

討してまいります。

修正無し

９ 野田市郷土博物館が、管理運営

方式になってから、数年で学芸員

が退職しています。地域住民や調

査研究、資料収集、展示のために

は、学芸員は必要です。（４０ペ

ージ）

管理運営方式については、事業

計画等を具体的に進めていく中

で、登録博物館としての機能を十

分に発揮しつつ、にぎわいや交流

の拠点として最も適した管理運

営方式について検討してまいり

ます。

修正無し


